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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

学習支援、食事提供ともに昨年度に比べて利用者数が増えており、地域の中での認知度もあがっ
てきていると思われる。様々な課題を持ち、孤立しがちな子育て世帯が、地域とのつながりを持て
るよう、引き続き子供育成活動支援を実施する団体を支援し、安心して子育てのできる環境づくり
に努めていく。

維持

手段の適切性 3 区が直接行うのではなく、事業を行う地域の団体を支援することで利用者と地域がつながる一助となってい
る。

目的達成度 3
区内いずれの場所からもほぼ１キロ圏内で事業が展開された。これにより、区民が利用しやすい環境をつくる
ことができた。主にひとり親を対象とする児童扶養手当の現況届案内時（７月）に各団体の周知用チラシを同
封するなど、周知活動を行い、着実に利用者数を伸ばしている。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 子供の貧困対策が課題となっている中で、食事の提供、無償学習支援を行う地域の団体を区が支援すること
は、大きな意義があると考える。

効率性 3 無償学習支援、子供食堂にかかる経費について、補助を受けた団体は食材や学習教材などに活用し、効果的
に実施している。

　一般財源（区負担額） - 9,321 8,134

課題及び
今後の進め方

令和元年度も４月時点では当初から変わらない４団体への助成となっており、新規での学習支援、子供食堂の開設につなげていく
ことが課題である。また、各団体とも学習支援のボランティアの確保が課題であり、区としても人材確保について支援を検討してい
く。今後も引き続き、補助団体の周知活動への協力、新規開設に向けた相談を行っていくことで、周知を行っていく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） - 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） - 0 607

- 5,131 5,655

　総経費 - 9,321 8,741

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） - 4,190 3,086

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） - 0 0

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

利用者数（学習支援） 人 5,000 - 3,162 4,327

活動指標

-

利用者数（食事提供） 人 5,000 -

H30年度

- 5,131

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

4 - -5 - 4

-

3,086 4,735 - -

5,654

学習支援等
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務
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種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

年間助成件数 件

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 25 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

　台東区内に居住している子供及びその保護者を対象に次に掲げる全ての事業を継続的に行う団体に対し、補助金を支給
する。
　（１）　子供が集い、交流する場の提供及び子供の交流の促進に関する事業
　（２）　学習指導及び相談、進学相談等に関する事業（必要実施回数週２回）
　（３）　栄養バランスの取れた食事を提供する事業（必要実施回数月２回）

委託の有無 なし
委託内容 　

補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 子供育成活動支援
所
管

区民部

子育て・若者支援課

事業対象

事業目的
　子供が気軽に立ち寄れる地域の居場所を創設し、学習支援、食事提供等の包括的な子供育成活動支援を行う団体に対
し、経費の一部を支援することにより、地域における子供及び家庭を支援する環境を整備する。

 [施　　策] 3　配慮を要する子供・若者や家庭への支援 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 要綱 〔法令等名〕 台東区子供育成活動支援事業補助金交付要綱

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 地域で子供を対象に学習支援、食事提供などを提供している団体

子供及びその保護者


